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ると、現在世界の肥満人口は 6億 4100 万人に達し、男性の 10 人に１人以上、女性の 7 人に 1 人以










 (１)供試動物                試料 




実の皮(カキ 8個分、リンゴ 2個分、ミカン 3個分、バナナ 1 個分)を蒸して乾燥させた後、それ













  3 週間マウスを飼育した後、血液サンプルを採取した。頸動脈から採取した血液は、抗血液凝






























































































































図６ 血中コレステロールの濃度 図 5 トリグリセリドの濃度 
４．考察 
（１）果実の皮とマウスの体重変化について 
   今回の実験結果では、体重の変化に大きな差は見られなかったが、カキの皮の抽出液を与え
たマウスは体重増加率が小さく、また、リンゴの皮の抽出液を与えたマウスは体重増加率が大
















   コレステロールは、脂質の一種で、過剰になると血中にたまってしまい、動脈硬化の原因と
なる。血液中の濃度が低いほど、健康に良いといえる。今回の実験では、４種類の果実の皮に
よるコレステロールの濃度差に有意な効果はみられなかった。 










   また、今回マウスに飲ませるために果実の皮を煮出した際、特にバナナの皮を煮出した液か
ら甘い香りがした。このことから、人間の食べない果実の皮の部分を、香りを楽しむ紅茶とし
て利用できるのではないかと考えた。 
